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男
女
雇
用
平
等
セ
ミ
ナ
ồ

ừ
女
性
が
い
き
い
き
と
働
く
た
め

の
職
場
づ
く
り
Ỗ
法
的
留
意
点
と

働
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
Ử

対
事
業
主
ỏ
人
事
労
政
担
当
者
等

日
６
月
　
日
水
①
午
前
　
時
　
分

２２

１０

３０

Ỗ
午
後
０
時
　
分
②
午
後
１
時
　

３０

３０

分
Ỗ
３
時
　
分
３０

場
八
王
子
労
政
会
館

内
①
企
業
に
お
け
る
法
的
留
意
点

②
企
業
に
お
け
る
働
き
方
の
ポ
イ

ン
ト

講
特
定
社
会
保
険
労
務
士
・
新
田

香
織
氏

定
　
人
ớ
申
し
込
み
順
Ờ

８０
申
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
東
京
都

ご　

案　

内

恩
温
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恩
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桶
桶
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桶
桶
桶
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桶
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桶
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労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ồ
八
王
子

事
務
所
ớ
辺
０
４
２
・
６
４
３
・

０
２
７
８
返
０
４
２
・
６
４
５
・

７
１
８
５
Ờ
へ
ớ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
は

た
ら
く
ネ
ỽ
ト
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
で

申
し
込
み
も
可
ỜỐ

問
産
業
観
光
課
辺
７
２
４
・
２
１

２
９
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
９

６
１
５

再
就
職
を
め
ざ
す

女
性
の
た
め
の
職
業
訓
練

ừ
５
日
間
コ
ồ
ス
Ỗ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
・

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
基
礎
科
Ử

　
再
就
職
に
必
要
な
知
識
・
技
術

を
身
に
着
け
る
こ
と
が
で
き
る
職

業
訓
練
で
す
Ố

※
東
京
都
と
の
共
催
で
す
Ố

対
結
婚
・
出
産
・
育
児
等
で
退
職

し
ỏ
再
就
職
を
目
指
す
女
性
で
ỏ

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方

①
ハ
ロ
ồ
ワ
ồ
ク
で
求
職
登
録
を

し
て
い
る
②
全
回
参
加
で
き
る
③

訓
練
修
了
後
ハ
ロ
ồ
ワ
ồ
ク
マ
ザ

ồ
ズ
コ
ồ
ナ
ồ
の
職
業
相
談
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る

※
原
則
ỏ
受
講
決
定
後
の
辞
退
は

で
き
ま
せ
ん
Ố

※
１
歳
以
上
の
未
就
学
児
は
ỏ
訓

練
中
同
じ
施
設
内
で
お
預
か
り
し

ま
す
ớ
昼
食
は
お
子
さ
ん
と
一
緒

に
お
取
り
下
さ
い
ỜỐ

日
６
月
　
日
月
Ỗ
　
日
金
ỏ
い
ず

２０

２４

れ
も
午
前
　
時
Ỗ
午
後
３
時

１０

場
町
田
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ồ

定
　
人
ớ
要
件
を
確
認
の
う
え
ỏ

１０
抽
選
Ờ

※
テ
キ
ス
ト
ớủ
よ
く
わ
か
るM

i  
  

crosoftW
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M
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osoftExcel201
              0  ớ
Ｆ
Ｏ
Ｍ
出

版
ỜỨ
定
価
２
１
６
０
円
Ờ
は
各

自
購
入
し
て
ỏ
お
持
ち
下
さ
い
Ố

申
申
込
書
ớ
産
業
観
光
課
ờ
市
庁

舎
９
階
Ở
に
有
り
ỏ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

は
た
ら
く
ネ
ỽ
ト
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ồ
ド
も
可
Ờ
に
記
入

し
ỏ
５
月
　
日
ま
で
ớ
必
着
Ờ
に

３０

直
接
ま
た
は
郵
送
で
東
京
都
産
業

労
働
局
雇
用
就
業
部
能
力
開
発
課

就
業
促
進
担
当
ớ
〒
　
Ổ
８
０
０

１６３

１
ỏ
新
宿
区
西
新
宿
２
Ổ
８
Ổ

１
ỏ
第
一
本
庁
舎
　
階
Ờ
へ
Ố

３１

問
東
京
都
産
業
労
働
局
能
力
開
発

課
就
業
促
進
担
当
辺
　
・
５
３
２

０３

０
・
４
８
０
７
ỏ
町
田
市
産
業
観

光
課
辺
７
２
４
・
２
１
２
９
返
０

５
０
・
３
１
０
１
・
９
６
１
５

農
業
経
営
を
頑
張
ỳ
て
い
る
方
へ

認
定
農
業
者
募
集

　
認
定
農
業
者
制
度
は
ỏủ
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
Ứ
に
基
づ

き
ỏ
意
欲
あ
る
農
業
者
が
自
ら
の

経
営
を
計
画
的
に
改
善
す
る
た
め

に
作
成
し
た
ủ
農
業
経
営
改
善
計

画
Ứớ
５
年
後
の
経
営
目
標
Ờ
を

町
田
市
が
認
定
し
ỏ
そ
の
計
画
達

成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
関
係
機

関
・
団
体
が
支
援
す
る
仕
組
み
で

す
Ố
　
認
定
農
業
者
に
認
定
さ
れ
る

と
ỏủ
農
地
の
規
模
拡
大
Ứ
や
ủ
機

械
・
施
設
へ
の
投
資
の
補
助
Ứ
が

優
先
さ
れ
ま
す
Ố

対
市
内
の
農
業
経
営
者

申
６
月
　
日
ま
で
に
電
話
で
農
業

１０

振
興
課
ớ
辺
７
２
４
・
２
１
６
６
Ờ

へ
Ố
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
お
問
い
合
わ
せ

は
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・
９
９

１
３
へ
Ố

か
く
た
ん
吸
引
研
修

　
安
全
か
つ
適
切
に
 痰
 の
吸
引
を

た
ん

行
う
こ
と
が
で
き
る
介
護
職
員
を

養
成
す
る
た
め
の
研
修
で
す
Ố

対
両
日
参
加
で
き
る
市
内
の
訪
問

系
サ
ồ
ビ
ス
事
業
所
ỏ
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
ỏ
グ
ル
ồ
プ
ホ

ồ
ム
等
に
勤
務
し
て
い
る
介
護
職

員※
研
修
内
容
の
詳
細
は
ỏ
町
田
病

院
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
Ố

日
７
月
２
日
土
ỏ
３
日
日
ỏ
い
ず

れ
も
午
前
８
時
Ỗ
午
後
５
時
ỏ
４

部
構
成
ỏ
全
２
回

※
今
年
度
は
ỏ
１
回
の
み
の
開
催

で
す
Ố

場
町
田
市
医
師
会
館
ớ
旭
町
Ờ

定
　
人
ớ
抽
選
Ờ

７２
申
申
込
用
紙
ớ
町
田
病
院
ホ
ồ
ム

ペ
ồ
ジ
ま
た
は
町
田
市
ホ
ồ
ム
ペ

ồ
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ồ
ド
Ờ
に
記
入

し
ỏ
６
月
　
日
ま
で
ớ
必
着
Ờ
に

１７

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
町
田
病
院
在
宅
ケ
ア
室

ớ
返
７
９
４
・
６
６
２
１
Ờ
へ
Ố

問
同
ケ
ア
室
辺
７
９
２
・
０
６
０

２
ỏ
町
田
市
高
齢
者
福
祉
課
辺
７

２
４
・
２
１
４
０
返
０
５
０
・
３

１
０
１
・
６
１
８
０

高
齢
者
へ
の
ご
み
袋

配
布
を
開
始
し
ま
す

対
４
月
１
日
現
在
ỏ
次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方
が
い
る
世
帯
　
①

市
内
在
住
で
あ
る
②
　
歳
以
上
で

７０

あ
る
③
２
０
１
５
年
度
市
・
都
民

税
が
非
課
税
で
あ
る

※
４
月
２
日
以
降
ỏ
転
入
・
転
出

し
た
方
ỏ
生
活
保
護
受
給
者
は
該

当
し
ま
せ
ん
Ố

※
今
年
度
か
ら
対
象
の
方
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
Ố

※
２
０
１
５
年
１
月
２
日
Ỗ
２
０

１
６
年
４
月
１
日
に
転
入
し
た
方

は
ỏ
③
の
要
件
が
確
認
で
き
る
書

類
ớ
非
課
税
証
明
書
等
Ờ
が
必
要

で
す
Ố
該
当
の
世
帯
に
は
別
途
案

内
を
送
付
し
ま
す
Ố

内
燃
や
せ
る
ご
み
専
用
袋
ớ
小
袋

　
枚
＋
中
袋
　
枚
Ờỏ
燃
や
せ
な

２０

４０

い
ご
み
専
用
袋
ớ
中
袋
　
枚
Ờỏ

１０

世
帯
あ
た
り
年
間
　
枚
を
配
布

７０

※
南
地
区
は
ỏ
燃
や
せ
る
ご
み
専

用
袋
ớ
小
袋
　
枚
＋
中
袋
　
枚
Ờỏ

２０

２０

燃
や
せ
な
い
ご
み
専
用
袋
ớ
中
袋

　
枚
Ờỏ
容
器
プ
ラ
ス
チ
ỽ
ク
専

１０用
袋
ớ
中
袋
　
枚
Ờỏ
世
帯
あ
た

２０

り
年
間
　
枚
を
配
布
し
ま
す
Ố

７０

※
７
月
上
旬
ま
で
に
ớ
公
社
Ờ
町

田
市
シ
ル
バ
ồ
人
材
セ
ン
タ
ồ
会

員
が
ご
自
宅
へ
お
届
け
し
ま
す
Ố

受
け
取
り
時
に
受
領
印
ま
た
は
サ

イ
ン
を
お
願
い
し
ま
す
Ố

※
受
け
取
り
を
辞
退
す
る
方
は
ỏ

配
布
時
に
お
申
し
出
下
さ
い
Ố

※
配
布
に
つ
い
て
は
ỏ
ご
み
袋
配

布
事
務
局
ớ
同
人
材
セ
ン
タ
ồ

内
ỏ
辺
７
１
０
・
７
１
０
１
ỏ
受

付
期
間
ử
　
月
　
日
ま
で
Ờ
へ
お

１０

３１

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
Ố

※
配
布
時
期
は
ỏ
電
話
が
大
変
混

み
合
い
ま
す
Ố
つ
な
が
ら
な
い
場

合
は
ỏ
期
間
を
お
い
て
お
か
け
直

し
下
さ
い
Ố

問
高
齢
者
福
祉
課
辺
７
２
４
・
４

０
４
８
返
０
５
０
・
３
１
０
１
・

６
１
８
０

　
現
在
ỏ
全
国
の
自
治
体
で
ỏ
高

度
経
済
成
長
期
に
整
備
し
た
大
量

の
公
共
施
設
が
ỏ
一
斉
に
更
新
の

時
期
を
迎
え
る
と
い
う
問
題
に
直

面
し
て
い
ま
す
Ố

　
市
内
で
築
　
年
以
上
が
経
過
し

３０

た
公
共
施
設
の
割
合
は
ỏ　
・
８

５５

％
に
な
り
ま
す
ớ
２
０
１
６
年
１

月
時
点
延
床
面
積
ỜỐま
た
ỏ１
年

間
に
必
要
な
維
持
管
理
・
更
新
費

は
ỏこ
の
先
　
年
間
の
平
均
で
ỏ１

４０

年
あ
た
り
　
億
円
も
の
費
用
が
不

３６

足
す
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
Ố

　
将
来
の
町
田
を
担
う
世
代
に
負

担
を
か
け
る
こ
と
な
く
ỏ
公
共
施

設
を
適
正
に
維
持
管
理
し
な
が

ら
ỏ
新
た
な
価
値
の
付
加
や
更
な

る
サ
ồ
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ỏ
都

市
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
た
め
ỏ

市
で
は
公
共
施
設
の
在
り
方
に
つ

い
て
見
直
し
を
始
め
て
い
ま
す
Ố

　
そ
の
取
り
組
み
と
し
て
ỏ
３
月

に
公
共
施
設
等
を
総
合
的
・
計
画

的
に
維
持
管
理
す
る
た
め
の
基
本

方
針
を
示
し
た
ủ
町
田
市
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
ớ
基
本
計

画
ỜỨ
を
策
定
し
ま
し
た
ớ
下
図

参
照
ỜỐ

　
策
定
に
際
し
て
は
ỏ
市
民
の
皆

さ
ん
に
ア
ン
ケ
ồ
ト
や
意
見
募
集

な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
Ố
今
後
は
ỏ
２
０
１
７
年
度
ま

で
に
具
体
的
な
実
行
計
画
を
策
定

し
ま
す
Ố
策
定
に
あ
た
ỳ
て
は
市

民
の
方
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
Ố

※
基
本
計
画
や
市
民
ア
ン
ケ
ồ
ト

の
結
果
等
は
ỏ
町
田
市
ホ
ồ
ム
ペ

ồ
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
Ố

問
企
画
政
策
課
辺
７
２
４
・
２
１

０
３
返
０
５
０
・
３
０
８
５
・
３

０
８
２

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

（
基
本
計
画
）を
策
定
し
ま
し
た

基本計画の概要〈公共施設の基本的な考え方〉

施設総量の圧縮 ライフサイクル
コストの縮減

官民連携による
サービス向上

既存資源の
有効活用

経営的視点に立った
施設の管理と運営

施設重視から
機能重視への転換による
新たな価値の創出

目指すべき姿

実現するための４つの基本方針

　
住
所
を
変
更
し
た
方
は
ỏ
年
金

も
住
所
変
更
の
届
け
出
が
必
要
で

す
Ố
手
続
き
を
し
な
い
と
ỏủ
ね

ん
き
ん
定
期
便
Ứ
等
の
お
知
ら
せ

が
届
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
Ố

　
住
所
変
更
の
届
け
出
先
は
ỏ
次

の
と
お
り
で
す
Ố

○
国
民
年
金
第
１
号
加
入
中
の
方

ử
手
続
き
不
要
ớ
年
金
事
務
所
か

ら
の
通
知
が
届
か
な
い
場
合
は
ỏ

保
険
年
金
課
国
民
年
金
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
Ờ

○
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
加
入
中

の
方
ử
勤
務
し
て
い
る
会
社
等

○
国
民
年
金
第
３
号
加
入
中
の
方

ử
配
偶
者
が
勤
務
し
て
い
る
会
社

等○
年
金
受
給
者
の
方
ử
日
本
年
金

機
構
に
住
民
票
コ
ồ
ド
が
収
録
さ

れ
て
い
る
方
は
ỏ
原
則
届
け
出
は

不
要
で
す
Ốた
だ
し
ỏ日
本
年
金
機

構
に
住
民
票
コ
ồ
ド
が
未
収
録
ỏ

ま
た
は
住
民
票
の
住
所
と
違
う
場

所
に
お
住
ま
い
の
場
合
ỏ
成
年
後

見
を
受
け
て
い
る
方
等
は
ỏ
届
け

出
が
必
要
で
す
Ố
詳
細
は
八
王
子

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
ớ
共
済
年
金
を
受
け
取
ỳ
て

い
る
方
は
各
共
済
組
合
へ
ỜỐ

※
町
田
市
か
ら
転
出
す
る
方
は
ỏ

新
し
い
住
所
地
で
手
続
き
を
し
て

下
さ
い
Ố

問
八
王
子
年
金
事
務
所
辺
０
４
２

・
６
２
６
・
３
５
１
１
ỏ
町
田
市

保
険
年
金
課
国
民
年
金
係
辺
７
２

４
・
２
１
２
７
返
０
５
０
・
３
１

０
１
・
５
１
５
４

企
業
年
金
連
合
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

　ủ
厚
生
年
金
基
金
ớ
企
業
年

金
ỜỨ
と
は
ỏ
勤
務
先
の
会
社
が

実
施
し
て
い
る
年
金
制
度
の
一
つ

で
す
Ố
こ
の
制
度
の
あ
る
会
社
を

勤
続
　
年
未
満
で
退
職
し
た
こ
と

１０

が
あ
る
方
は
ỏ
制
度
へ
の
加
入
期

間
が
１
か
月
で
も
ỏ
企
業
年
金
連

合
会
か
ら
年
金
を
受
け
取
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
Ố

問
企
業
年
金
連
合
会
辺
０
５
７
０

・
　
・
２
６
６
６
ớ
受
付
時
間
ử

０２
月
Ỗ
金
曜
日
ờ
祝
休
日
を
除
く
Ở

の
午
前
９
時
Ỗ
午
後
５
時
Ờ

年
金
の
住
所
変
更
は

お
済
み
で
す
か

ừ
対
象
区
域
の
方
に
資
料
を
戸
別

配
布
し
ま
す
Ử

　
市
で
は
ỏủ
分
か
り
や
す
い
町

区
域
の
実
現
Ứ
を
目
指
し
ỏ
住
所

整
理
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
Ố

　
今
年
の
７
月
　
日
に
ỏ
小
川
・

１８

鶴
間
地
区
で
住
所
整
理
を
実
施

し
ỏ
新
た
な
町
区
域
が
誕
生
し
ま

す
Ố

ừ
新
設
す
る
町
区
域
Ử

・
小
川
五
Ỗ
七
丁
目

・
鶴
間
四
Ỗ
八
丁
目

・
南
町
田
一
Ỗ
五
丁
目

ừ
新
住
所
の
お
知
ら
せ
等
の
資
料

配
布
Ử

　
新
し
い
住
所
に
な
る
方
や
事
業

所
に
ủ
決
定
通
知
Ứỏủ
手
続
き
の

し
お
り
Ứỏủ
説
明
会
の
お
知
ら

せ
Ứ
等
を
配
布
し
ま
す
Ố

　
市
が
委
託
し
た
事
業
者
ớ
株
式

会
社
ヤ
チ
ホ
Ờ
が
５
月
下
旬
か
ら

６
月
上
旬
ご
ろ
に
ポ
ス
ト
に
投
函

し
ま
す
Ố

ừ
住
所
変
更
手
続
き
に
関
す
る
説

明
会
Ử

　ủ
手
続
き
の
し
お
り
Ứ
に
基
づ

い
た
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
Ố
詳

細
は
ỏ
配
布
す
る
ủ
説
明
会
の
お

知
ら
せ
Ứ
を
ご
覧
下
さ
い
Ố

問
土
地
利
用
調
整
課
辺
７
２
４
・

４
２
５
４
返
０
５
０
・
３
１
６
１

・
６
２
７
１

新
た
な
町
区
域
が
誕
生
し
ま
す

新
た
な
町
区
域
が
誕
生
し
ま
す

小
川
・
鶴
間
地
区




